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図3.睡 眠 時 間 の 分 布(劇 女 性 幽 男 性)



















滝沢宏人 ・松岡弘記 ・村瀬智彦 一47一






時刻が 目覚め度に及 ぼす影響 をみた(図
5.～図12.)。
その結果就寝時刻、睡眠中間時刻は時刻が
早いほど目覚めがよい傾向があった。また
睡眠時間は長いほ ど目覚めがよい傾向がみ
られた。起床時刻は目覚め度 とあまり関係
がないようであった。
3.就寝時刻、起床時刻、睡眠時間、睡眠中間
時刻が朝食摂取頻度に及ぼす影響 をみた
(図13.～図20.)。
その結果男性 において就寝時刻、睡眠中間
時刻は時刻が早いほど朝食摂取頻度が高い
傾向がみ られた。また男性において睡眠時
問が長いほど朝食摂取頻度が高い傾向がみ
られた。起床時刻は朝食摂取頻度とあ まり
関係がないようであった。
【終 わりに1
1.本調査はデータの取 り扱い時に統計学的な
有意差検定を行っていない。上述 した傾向
を示 したものである。
2.就寝時刻、起床時刻、睡眠時間、睡眠中間
時刻の4つ の変数はそれぞれ完全に独立し
たものでな く、互いに関係 し合っているも
のであることを理解 しておきたい。
3.就寝時刻、起床時刻、睡眠時間、睡眠中間
時刻、 目覚め度、朝食摂取頻度について、
男女差が生 じているようにみえる。これら
の差は後天的な男女の生活習慣の差による
ものなのか、先天的な生物学的性差による
ものなのか、興味深いところである。
